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② ３２　，６８　，１０２　，１３７

５でわると２あまる数 ２，７，…，２２，２７，…は、５の倍数＋２、または、５の倍数－３
また、７でわると４あまる数 ４，１８，２５，３２，…は７の倍数＋４、または７の倍数－３
と表すことができる。したがって、５でわると２あまり、７でわると４あまる数３２，６８，１０２，
…は、５と７の公倍数－３。つまり「３５の倍数－３」と表すことができる。
１５０以下なので　３２　，６８　，　１０２，　１３７　となる。

③ ３０００円 ２００円のもうけと２００円の損では、２００＋２００＝４００（円）の差がある。
定価を１とすれば２割引は０.８，３割引は０.７と表現され、この差は０.１となる。
この０.１が４００円にあたるので、定価は　４００÷０.１＝４０００（円）
仕入れ値は　４０００×０.８－２００＝３０００（円）

④ 約１０.６ｇ 食塩を加える前後で、水の量が変わらないことに注目する。
１０％の食塩水とは、塩が１０％，水が９０％の食塩水のことです。
　　１８０×０.９＝１６２ｇ　…　水
ある量の塩を加えたらこさが１５％になるので、水は１００－１５＝８５％となる。
１６２ｇ÷０.８５＝１９０.５８…ｇ→１９０.６ｇ
新しい食塩水の重さが約１９０.６ｇだから、加えた塩の重さは１９０.６－１８０＝１０.６

⑤ 長いす　１０９個　，生徒　４３８人

２人

　５人 　　５人 ５人 ３人 0 0
 ↓

　５人 ５人  ５人
５－３＝２（人）

図より、すべてのいすに４人ずつすわるときの人数と、５人ずつすわるときの人数の差は２＋（５－３）＋２１×５＝１０９（人）
となります。すべてのいすに４人ずつすわっていて、どのいすにももう１人、つまり５にんずつすわるとき、新たに１０９人が
すわれるということです。１つのいすに１人多く余分にすわって１０９人がすわれるから、いすの数も１０９になります。
生徒の人数は４×１０９＋２＝４３８（人）
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７１．中学にむけて　６  解答
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